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特集―地域雇用創出の新潮流 

地域シンクタンクモニターからの事例報告と現地取材 

「誘致企業」から「地元企業」へ 
―青森県弘前市の取り組みと　　　　 
　　　　キヤノンプレシジョンの事例 

　
青
森
県
の
昨
年
一
一
月
の
有
効
求
人
倍
率

は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
ス
リ
ー
の
○
・
四
六
倍
。

も
っ
と
も
高
い
愛
知
県
（
一
・
九
三
倍
）
の

三
分
の
一
以
下
の
水
準
に
と
ど
ま
る
。 

　
県
全
体
で
は
、
依
然
と
し
て
回
復
の
足
ど

り
が
重
た
い
も
の
の
、
一
部
の
地
域
で
は
企

業
誘
致
を
通
じ
た
就
業
機
会
の
増
加
の
動
き

が
出
は
じ
め
て
い
る
。 

　
津
軽
の
中
心
都
市
で
あ
る
弘
前
市
は
、
キ

ヤ
ノ
ン
関
連
の
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
大
手

製
造
業
の
誘
致
に
成
功
。
弘
前
公
共
職
業
安

定
所
に
は
、
多
数
の
求
人
票
が
舞
い
込
み
、

県
庁
所
在
地
の
青
森
や
南
部
最
大
の
都
市
で

あ
る
八
戸
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
（
図

表
１
）。 

　
弘
前
市
の
実
情
を
知
る
た
め
に
、
現
地
に

足
を
運
ん
だ
。 

　 　
青
森
県
弘
前
市 

　
弘
前
市
は
、
県
南
西
部
に
位
置
す
る
人
口

約
一
八
万
人
の
津
軽
地
方
の
中
心
都
市
。
東

に
八
甲
田
連
峰
を
望
み
、
西
に
岩
木
山
、
南

に
は
世
界
遺
産
の
白
神
山
地
に
囲
ま
れ
た
自

然
豊
か
な
城
下
町
だ
。 

　
市
の
中
心
部
に
は
、
桜
の
名
所
で
知
ら
れ

る
弘
前
城
が
あ
り
、
見
頃
と
な
る
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
毎
年
、
二
○
○
万
人
以
上

の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
ま
た
、
郊
外
に
は
農

村
部
が
広
が
り
、
リ
ン
ゴ
の
生
産
量
は
全
国

一
を
誇
る
。 

　
「
六
○
年
代
ま
で
は
、
商
業
と
農
業
が
産

業
政
策
の
中
心
だ
っ
た
」
。
そ
う
振
り
返
る

の
は
弘
前
市
役
所
商
工
労
政
課
の
古
山
忍
さ

ん（
写
真
）。 

　
し
か
し
、
当
時
は
、
地
元
に
十
分
な
働
き

口
が
少
な
く
、
新
規
学
卒
者
の
中
に
は
「
県

外
就
職
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
も
い
た
。

さ
ら
に
、
出
稼
ぎ
農
家
も
増
え
る
な
ど
、
地

域
経
済
の
担
い
手
流
出
が
大
き
な

課
題
だ
っ
た
。 

　
「
地
元
で
就
職
し
た
く
て
も
、

仕
事
が
少
な
い
の
が
実
情
で
、
地

域
に
安
定
し
た
雇
用
の
受
け
皿
が

必
要
と
な
っ
た
」（
古
山
さ
ん
）。 

　
そ
こ
で
市
は
、
工
業
の
地
方
分

散
を
推
進
す
る
国
の
動
き
に
合
わ

せ
、
六
○
年
代
中
頃
か
ら
、
本
格

的
な
企
業
誘
致
に
乗
り
出
し
た
。 

 

　
先
駆
け
と
な
っ
た 

　
北
和
徳（
き
た
わ
と
く
） 

　
工
業
団
地 

　
市
は
誘
致
に
向
け
た
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
工
業
団
地
の
造
成
を
は
じ
め

た
。
最
初
に
手
が
け
た
の
は
北
和
徳
工
業
団

地
（
一
九
七
五
年
に
分
譲
開
始
）。
市
内
中

心
部
か
ら
北
に
三
㌔
ほ
ど
離
れ
た
津
軽
平
野

の
田
園
地
帯
に
位
置
し
、
広
さ
は
一
八
万
五

三
一
八
平
方
㍍
（
東
京
ド
ー
ム
約
四
個
分
）。 

　
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
道
七
号
線
沿

い
に
立
地
す
る
良
好
な
ア
ク
セ
ス
と
、
安
価

な
分
譲
価
格
（
約
三
万
円
／
坪
）
。
各
種
の

優
遇
措
置
を
テ
コ
に
、
大
手
製
造
業
に
誘
致

攻
勢
を
展
開
し
た
。
最
初
に
進
出
し
た
の
は

一
九
七
九
年
、
日
本
航
空
電
子
工
業
（
本
社

東
京
）
の
子
会
社
で
あ
る
弘
前
航
空
電
子
（
従

業
員
約
五
○
○
人
）。
そ
の
後
も
、
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
テ
ク
ノ
コ
ア
（
約
二
五
○
人
）
な
ど

製
造
業
の
誘
致
に
相
次
い
で
成
功
し
た
。 

　
敷
地
が
手
狭
に
な
っ
て
き
た
の
で
九
○
年
、

一
二
万
四
五
三
○
平
方
㍍
を
追
加
整
備
。
総

面
積
は
三
○
万
九
八
四
八
平
方
㍍
（
東
京
ド

ー
ム
約
七
個
分
）
ま
で
広
が
っ
た
。
積
極
的

な
誘
致
策
が
奏
功
し
、
延
べ
八
社
の
誘
致
に

成
功
。
う
ち
七
社
が
現
在
で
も
操
業
し
て
お

り
、
三
四
○
○
人
ほ
ど
の
雇
用
の
確
保
に
成

功
し
て
い
る
。 
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地
元
企
業
の 

　
技
術
力
向
上
を
に
な
う 

　
藤
代（
ふ
じ
し
ろ
）工
業
団
地 

　
市
は
、
こ
う
し
た
外
部
企
業
の
誘
致
を
進

め
る
と
同
時
に
、
地
元
企
業
の
振
興
に
も
力

を
注
い
だ
。 

　
「
誘
致
企
業
が
、
安
定
し
た
事
業
を
展
開

す
る
に
は
、
地
元
企
業
の
技
術
力
向
上
が
不

可
欠
。
外
部
企
業
の
誘
致
と
と
も
に
、
地
元

企
業
の
育
成
が
弘
前
市
の
産
業
施
策
の
二
本

柱
」
と
古
山
さ
ん
。 

　
地
元
企
業
の
振
興
策
の
ひ
と
つ
が
、
九
六

年
六
月
か
ら
分
譲
を
開
始
し
た
藤
代
工
業
団

地
だ
。
面
積
は
先
の
北
和
徳
工
業
団
地
の
半

分
ほ
ど
の
一
五
万
三
○
八
六
平
方
㍍
。
価
格

は
約
三
万
五
○
○
○
円
／
坪
。
最
寄
り
の
東

北
道
Ｉ
Ｃ
（
弘
前
大
鰐
）
ま
で
約
一
三
㌔
と

ア
ク
セ
ス
は
良
好
で
、
さ
ら
に
豊
富
な
地
下

水
を
利
用
で
き
、
専
用
排
水
路
も
完
備
す
る
。 

　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
外
部
（
誘
致
企

業
）
だ
け
で
な
く
、
内
部
（
地
元
企
業
）
に

対
し
て
も
「
門
戸
開
放
」
し
て
い
る
こ
と
。

市
は
、
地
元
製
造
業
を
中
心
に
、
積
極
的
な

働
き
か
け
を
展
開
し
、
地
元
企
業
（
二
七
社
）

の
「
移
転
」
と
、
外
部
企
業
（
四
社
）
の
「
誘

致
」
に
成
功
し
、
合
計
三
一
社
の
立
地
に
こ

ぎ
つ
け
た
。 

 

　
五
○
社
の
誘
致
に
成
功
、 

　
三
五
社
が
「
現
役
」 

　
市
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
北
和

徳
工
業
団
地
は
九
一
年
に
「
完
売
」
。
残
る

藤
代
工
業
団
地
も
「
分
譲
率
は
九
六
％
。
残

り
あ
と
わ
ず
か
」（
古
山
さ
ん
）
と
好
調
な
売

れ
行
き
だ
。 

　
○
六
年
末
時
点
で
誘
致
に
成
功
し
た
企
業

数
は
累
計
で
五
○
社
に
の
ぼ
り
、
う
ち
北
和

徳
工
業
団
地
・
七
社
、
藤
代
工
業
団
地
・
四

社
、
市
内
に
あ
る
工
業
地
域
等
・
二
四
社
の

計
三
五
社
は
現
在
も
「
操
業
中
」
で
、
五
五

三
五
人
の
雇
用
の
確
保
に
成
功
し
た
（
左
の

図
表
参
照
）。 

　
こ
う
し
た
誘
致
企
業
群
は
、
地
元
経
済
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
事
業
所

数
で
こ
そ
市
内
製
造
業
の
一
四
・
六
％
に
す

ぎ
な
い
が
、
従
業
員
数
で
は
七
○
・
四
％
、

さ
ら
に
製
造
品
出
荷
額
で
は
七
一
・
二
％
と
、

誘
致
企
業
は
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
。

　
「
最
大
の
誘
致
企
業
は
キ
ヤ
ノ
ン
プ
レ
シ

ジ
ョ
ン
。
雇
用
の
み
な
ら
ず
、
製
造
品
出
荷

額
、
市
へ
の
財
政
効
果
な
ど
、
同
社
が
弘
前

に
立
地
し
て
い
る
効
果
は
、
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
」（
古
山
さ
ん
）。 

　
工
業
団
地
の
中
核
で
あ
る
同
社
を
訪
ね
、

な
ぜ
「
弘
前
」
な
の
か
を
聞
い
た
。 



工
業
団
地
の
中
核
工
場
 

「
キ
ヤ
ノ
ン
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
」
 

　
―
―
吉
川
實
社
長
に
聞
く
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キ
ヤ
ノ
ン
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン（
資
本
金
三
億
円
）

の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
吉
川
實
（
よ
し
か

わ
み
の
る
）
氏
は
、
会
社
設
立
の
経
緯
を
こ
う

語
る（
写
真
）。 

　
「
当
社
の
歴
史
は
古
く
、
キ
ヤ
ノ
ン
初
の
子

会
社
で
あ
る
目
黒
精
機
（
一
九
五
二
年
設
立
、

の
ち
「
キ
ヤ
ノ
ン
精
機
」
に
社
名
変
更
）
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
。
同
社
の
生
産
子
会
社
に
あ
た
る

の
が
弘
前
精
機
（
一
九
七
三
年
設
立
、
本
社
弘

前
市
）
。
こ
の
二
社
が
○
四
年
に
合
併
し
、
誕

生
し
た
の
が
現
在
の
キ
ヤ
ノ
ン
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
。

弘
前
市
と
は
か
れ
こ
れ
、
三
○
年
以
上
の
つ
き

あ
い
と
な
る
」
。 

　
同
社
は
現
在
、
①
レ
ー
ザ
ビ
ー
ム
プ
リ
ン
タ

（
Ｌ
Ｂ
Ｐ
）
や
小
型
複
写
機
用
の
ト
ナ
ー
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
②
（
カ
メ
ラ
・
Ａ
Ｖ
機
器
・
情
報
周

辺
機
器
等
）
ハ
イ
テ
ク
製
品
に
使
用
さ
れ
る
各

種
精
密
モ
ー
タ
ー
③
カ
メ
ラ
用
光
半
導
体
セ
ン

サ
等
―
―
の
製
造
を
手
が
け
る
。
従
業
員
数
は
、

派
遣
社
員
な
ど
非
正
規
も
あ
わ
せ
る
と
四
○
○

○
人
近
く
に
の
ぼ
る
と
い
う
。 

   　
進
出
を
決
め
た
の
は 

 

「
人
口
」
と
「
高
等
教
育
機
関
」 

　
弘
前
進
出
の
背
景
に
つ
い
て
吉
川
社
長
は
、

「
（
当
社
の
前
身
で
あ
る
）
キ
ヤ
ノ
ン
精
機
は

当
時
、
東
北
に
生
産
拠
点
を
新
設
す
る
方
針
だ

っ
た
。
青
森
・
秋
田
・
山
形
の
三
県
に
ね
ら
い

を
定
め
、
工
場
用
地
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
一
定

の
『
条
件
』
で
ふ
る
い
を
か
け
、
目
に
か
な
っ

た
の
が
弘
前
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。 

　
そ
の
「
条
件
」
と
は
、
「
一
定
規
模
の
人
口
」

と
「
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
の
存
在
」
。

一
つ
め
の
「
人
口
」
に
つ
い
て
は
、
「
当
社
は
、

『
発
展
』
を
前
提
に
企
業
進
出
し
て
い
る
。
事

業
が
軌
道
に
乗
り
、
生
産
規
模
を
拡
大
す
る
時

に
は
、
多
く
の
労
働
力
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
最
低
限
の
人
口
は
必
須
要
件
。
進
出
を

検
討
し
た
七
○
年
頃
、
弘
前
市
は
す
で
に
人
口

一
○
万
人
を
こ
え
て
い
た
」
こ
と
が
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
。 

　
二
つ
目
の
条
件
で
あ
る
「
教
育
機
関
」
に
つ

い
て
は
、
「
市
内
に
は
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
弘
前
大
学
、
さ
ら
に
九
○
年
以
上
の
歴
史
を

誇
る
弘
前
工
業
高
校
が
あ
っ
た
。
当
社
の
高
度

な
も
の
づ
く
り
を
支
え
て
く
れ
る
優
秀
な
人
材

が
弘
前
に
は
た
く
さ
ん
い
た
」
こ
と
を
あ
げ
る
。

弘
前
進
出
は
、
労
働
力
の
「
量
」
（
人
口
）
と

「
質
」
（
教
育
機
関
）
の
両
面
が
確
保
で
き
る

こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。 

   　
弘
前
進
出
の 

 

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト 

　
同
社
は
七
三
年
、
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー
な
ど

の
生
産
工
場
を
弘
前
に
立
ち
上
げ
た
。
当
時
、

青
森
進
出
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
も
は
じ
め
て

の
こ
と
。
実
際
、
進
出
し
て
か
ら
気
が
つ
い
た

弘
前
立
地
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
吉
川
社
長

は
い
の
一
番
に
、
「
津
軽
人
の
勤
勉
性
」
を
強

調
す
る
。 

　
「
津
軽
の
人
は
勤
勉
で
、
ね
ば
り
強
い
。
さ

ら
に
『
津
軽
塗
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
昔

か
ら
手
先
が
器
用
な
人
が
多
い
。
当
社
の
よ
う

に
高
度
な
も
の
づ
く
り
企
業
に
は
打
っ
て
つ
け
」

と
い
う
。
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
不
良
品
の
発

生
率
が
低
い
こ
と
を
あ
げ
る
。
「
手
先
が
器
用

な
津
軽
の
人
は
、
製
品
を
組
み
立
て
る
手
組
（
て

ぐ
み
）
作
業
に
優
れ
、
『
ラ
イ
ン
落
ち
』
な
ど

不
良
品
の
発
生
が
極
め
て
少
な
い
」（
吉
川
社
長
）。 

　
加
え
て
、
津
軽
人
の
「
進
取
の
精
神
」
を
あ

げ
る
。
「
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す

る
津
軽
の
人
は
、
当
社
独
自
の
も
の
づ
く
り
工

程
を
、
戸
惑
う
こ
と
な
く
飲
み
込
み
、
理
解
し

て
く
れ
る
。
短
時
間
で
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

す
ぐ
に
先
輩
と
肩
を
並
べ
て
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
。 

　
他
方
、
吉
川
社
長
は
弘
前
立
地
の
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
「
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
」
を
指
摘
す
る
。

「
弘
前
は
東
京
か
ら
六
○
○
㌔
近
く
離
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
電
子
会
議
が
可
能
に
な

っ
た
と
は
い
え
、
『
ネ
ッ
ト
』
に
は
限
界
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
講
演
会
や
展
示
会
な
ど
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
少
な
く
、
刺
激
に
乏
し
い
。
こ
う

し
た
東
京
と
の
地
理
的
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
」
と
い
う
。 

　
と
は
い
え
吉
川
社
長
は
、
こ
う
し
た
デ
メ
リ

ッ
ト
を
上
回
る
メ
リ
ッ
ト
（
津
軽
人
の
勤
勉
性
）

の
方
が
重
要
だ
と
実
感
し
て
い
る
。
「
津
軽
の

人
は
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
素
直
に
聞
き
、
や
る

と
決
め
た
こ
と
は
ト
コ
ト
ン
ま
で
や
り
抜
く
ね

ば
り
強
さ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ほ
か
の
誘
致
企

業
も
異
口
同
音
に
指
摘
す
る
。
人
材
は
地
域
最

大
の
資
源
」
。 

   　
従
業
員
の
大
半
が
「
地
元
採
用
」 

　
同
社
は
、
地
域
最
大
の
資
源
で
あ
る
人
材
を

積
極
活
用
し
て
い
る
。
従
業
員
の
大
半
を
占
め

る
製
造
部
門
で
は
、
九
割
以
上
が
「
地
元
採
用
」
。

地
域
最
大
の
「
雇
用
の
受
け
皿
」
と
し
て
期
待

は
大
き
い
。 

　
吉
川
社
長
は
、
「
市
内
に
は
高
等
教
育
機
関

が
複
数
あ
り
、
優
秀
な
人
材
が
豊
富
だ
。
今
後

も
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
人
達
を
積
極
的
に
採

用
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
地
元
雇
用
に
強

い
意
欲
を
み
せ
る
。 

　
あ
わ
せ
て
、
「
当
社
は
○
四
年
の
合
併
で
、

東
京
に
あ
っ
た
本
社
機
能
を
弘
前
に
移
転
し
、

研
究
開
発
部
門
と
生
産
部
門
を
一
本
化
し
た
。

今
後
は
、
地
元
の
弘
前
大
学
と
の
連
携
を
強
化

し
、
産
学
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
、
さ
ら
に
は

人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
い
」
と
抱
負
を
語

る
。 

   　
「
国
内
生
産
」
を
強
化
、 

 

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備 

　
同
社
は
○
五
年
八
月
、
撤
退
し
た
電
子
部
品

メ
ー
カ
ー
の
青
森
フ
ジ
ク
ラ
の
跡
地
（
約
五
・

六
㌶
）
に
、
新
工
場
を
設
立
す
る
な
ど
、
国
内

生
産
体
制
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。 

　
「
資
源
の
少
な
い
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
も
の
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行
政
の
地
道
な
誘
致
活
動
が
実
を
結
ぶ 

　
誘
致
成
功
の
裏
に
は
、
弘
前
市
役
所
の
「
地

道
な
努
力
」
が
あ
っ
た
。 

　
市
が
同
社
の
誘
致
に
動
き
出
し
た
の
は
七

○
年
代
初
頭
。
当
時
、
青
森
県
の
東
京
事
務

所
が
「
キ
ヤ
ノ
ン
精
機
（
現
在
の
キ
ヤ
ノ
ン

プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
）
が
東
北
地
方
に
工
場
進
出

を
検
討
し
て
い
る
」
と
の
第
一
報
を
入
手
。

進
出
企
業
側
が
、
優
秀
な
労
働
力
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
海
風
の
影
響
を
嫌

う
「
内
陸
向
け
」
の
精
密
部
品
の
製
造
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
は
弘
前
市
に
白
羽
の
矢
を

立
て
た
。 

　
こ
こ
か
ら
弘
前
市
の
誘
致
活
動
が
本
格
化

す
る
。
当
時
の
担
当
者
（
工
藤
さ
ん
）
は
、

「
月
に
一
度
は
、
東
京
本
社
を
訪
れ
る
な
ど
、

企
業
の
担
当
者
と
積
極
的
に
意
思
疎
通
す
る

よ
う
に
し
た
。
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
信
頼
関
係
を
厚
く
し
、
『
何
で
も

話
せ
る
関
係
』
に
ま
で
発
展
。
地
域
最
大
の

資
源
で
あ
る
人
材
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
、
企

業
も
関
心
を
示
し
た
。
東
京
か
ら
遠
く
離
れ
、

冬
は
豪
雪
と
い
う
立
地
条
件
の
悪
さ
を
乗
り

越
え
、
な
ん
と
か
誘
致
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
振
り
返
る
。 

 

　
成
功
要
因
は
「
信
頼
関
係
」
を 

　
築
く
こ
と 

　
市
の
誘
致
活
動
に
は
、
ひ
と
つ
の
「
成
功

要
因
」
が
見
て
と
れ
る
。
そ
れ
は
「
信
頼
関

係
」
の
構
築
だ
。 

　
自
治
体
の
職
員
に
は
、
人
事
異
動
が
つ
き

ま
と
う
。
弘
前
市
で
も
三
〜
五
年
を
目
処
に

異
動
し
て
い
る
と
い
う
。 

　
古
山
さ
ん
は
、
「
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、

担
当
者
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
人
事
で
交
代
す

る
と
、
そ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
信
頼
関
係
を

損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
当
時
の
担
当
者
（
工

藤
さ
ん
）
は
、
交
渉
か
ら
立
地
、
さ
ら
に
操

業
に
至
る
ま
で
、
足
か
け
一
○
年
近
く
、
誘

致
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
長
く

同
じ
部
署
に
配
属
さ
れ
て
い
る
の
は
、
数
少

な
い
ケ
ー
ス
。
市
と
し
て
も
（
誘
致
企
業
と

の
信
頼
関
係
を
）
配
慮
し
た
の
で
は
な
い
か
」

と
み
て
い
る
。 

　
併
せ
て
、
「
未
知
の
土
地
に
足
を
踏
み
入

れ
る
企
業
に
は
、
労
働
力
の
確
保
か
ら
、
住

宅
問
題
ま
で
、
様
々
な
不
安
が
つ
き
ま
と
う
。

行
政
の
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
は
、
不
安

の
解
消
に
も
つ
な
が
る
」
と
指
摘
し
た
。 

 

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で 

　
撤
退
を
防
止 

　
誘
致
に
成
功
し
た
自
治
体
に
と
っ
て
最
大

の
悩
み
は
、
進
出
企
業
の
「
撤
退
」
だ
。 

　
市
は
キ
ヤ
ノ
ン
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
を
筆
頭
に

延
べ
五
○
社
の
誘
致
に
成
功
し
、
う
ち
三
五

社
が
現
在
も
「
操
業
中
」
。
撤
退
防
止
の
秘

訣
は
な
に
か
。 

　
「
撤
退
す
る
か
ど
う
か
は
、
企
業
の
経
営

上
の
判
断
に
よ
る
。
行
政
は
、
そ
こ
に
介
入

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
古
山
さ
ん
）
と
し

て
、
特
別
な
撤
退
防
止
策
は
講
じ
て
い
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

　
と
は
い
え
、
弘
前
に
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
プ
レ

シ
ジ
ョ
ン
（
七
三
年
立
地
）
を
は
じ
め
、
タ

ム
ロ
ン
（
六
七
年
）、
弘
前
航
空
電
子
（
七

九
年
）
な
ど
、
大
手
製
造
業
が
「
長
期
」
に

わ
た
り
生
産
拠
点
を
構
え
る
。
誘
致
企
業
を

「
地
元
企
業
」
に
成
長
さ
せ
る
コ
ツ
は
な
に

か
。 

　
古
山
さ
ん
は
、
「
誘
致
企
業
と
は
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
年
一
回
、
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
現
状
調

査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を
実
施
。
こ
の
う

ち
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
由
記
述
欄
を
設
け
、

企
業
が
口
に
し
に
く
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
調
査
結
果
に

も
と
づ
き
、
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

誘
致
企
業
と
行
政
の
間
で
、
よ
り
よ
い
関
係

が
構
築
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
」
と
、

そ
の
秘
訣
の
一
端
を
教
え
て
く
れ
た
。 

　
さ
ら
に
古
山
さ
ん
は
、
「
何
か
あ
っ
て
か

ら
で
は
な
く
、
『
何
も
な
い
と
き
』
に
気
軽

に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
こ
と
の
副
次
的
効
果
と
し
て
撤
退
企
業 

づ
く
り
産
業
（
製
造
業
）
に
よ
っ
て
発
展
を
遂

げ
て
き
た
。
日
本
の
強
み
は
、
高
度
な
も
の
づ

く
り
技
術
に
あ
る
。
安
価
な
労
働
力
を
求
め
、

海
外
に
生
産
拠
点
を
移
す
こ
と
は
高
度
技
術
の

国
外
流
出
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」
と
の
懸

念
を
抱
く
一
方
、
「
多
様
化
す
る
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
に
は
、
『
消

費
者
の
顔
』
が
み
え
る
国
内
生
産
が
不
可
欠
。

当
社
は
今
後
も
、
国
内
生
産
体
制
を
強
化
し
、

高
付
加
価
値
型
も
の
づ
く
り
企
業
を
め
ざ
し
て

い
く
」（
吉
川
社
長
）
と
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
。 

　
一
方
、
誘
致
企
業
と
し
て
、
国
や
県
に
望
む

こ
と
に
つ
い
て
吉
川
社
長
は
、
八
戸
港
の
環
境

整
備
を
あ
げ
る
。
「
弘
前
工
場
は
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
北
米
向
け
の
生
産
も
手
が
け
て
い
る
。
そ

の
拠
点
と
期
待
し
て
い
る
の
が
八
戸
港
。
現
在
、

大
型
貨
物
船
が
接
岸
で
き
る
環
境
（
大
水
深
岸

壁
）
が
十
分
で
は
な
く
、
大
部
分
は
仙
台
や
東

京
経
由
で
輸
出
し
て
い
る
。
国
際
競
争
が
激
化

す
る
な
か
、
八
戸
港
か
ら
直
接
、
輸
出
で
き
れ

ば
、
現
地
到
着
ま
で
の
時
間
短
縮
に
も
つ
な
が

る
」
と
み
て
い
る
。 

　
弘
前
市
に
対
し
て
は
、
「
除
雪
体
制
の
強
化
」

を
求
め
た
。
「
当
地
は
冬
に
な
る
と
一
㍍
以
上

の
雪
が
積
も
る
。
道
路
脇
に
は
排
雪
が
積
み
上

が
り
、
車
の
通
れ
る
幅
員
（
道
幅
）
が
狭
く
な

る
。
部
品
を
納
入
す
る
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
物
流
面

だ
け
で
な
く
、
通
勤
す
る
従
業
員
の
安
全
確
保

の
面
か
ら
も
、
工
場
周
辺
の
除
雪
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
」
と
要
望
。
併

せ
て
、
「
除
雪
予
算
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
十

分
に
承
知
し
て
い
る
。
冬
の
間
だ
け
で
も
工
場

周
辺
を
『
一
方
通
行
』
に
し
て
は
ど
う
か
」
と

打
開
策
も
示
し
た
。 

   　
こ
れ
か
ら
は
「
地
方
の
時
代
」 

　
吉
川
社
長
は
、
「
地
方
分
権
」
に
つ
い
て
も

言
及
し
た
。 

　
「
東
京
一
局
集
中
に
は
限
界
が
あ
る
。
現
在
、

道
州
制
が
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
は
『
地
方
の
時
代
』
が
や
っ
て
く
る
。
当
社

が
こ
う
し
た
流
れ
を
少
し
で
も
後
押
し
す
る
こ

と
が
出
来
た
ら
嬉
し
い
」
と
い
う
。 

　
「
当
社
は
、
石
渡
事
業
所
（
七
三
年
）
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
北
和
徳
第
一
事
業
所
（
八
四
年
）、

北
和
徳
第
二
事
業
所
（
○
五
年
）
と
、
事
業
を

拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
内
部
の

人
（
自
社
）
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
外
部
の
人

（
関
連
取
引
先
）、
さ
ら
に
地
域
の
人
達
の
有
形

無
形
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
。

地
域
と
共
に
歩
み
、
発
展
す
る
と
い
う
、
『
共

生
』
の
理
念
の
も
と
、
今
後
も
弘
前
に
根
を
張

り
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
る
。 

　
最
後
に
吉
川
社
長
は
、
話
を
こ
う
結
ん
だ
。

　
「
弘
前
に
進
出
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
最

良
の
選
択
を
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
地
に

足
を
踏
み
入
れ
三
四
年
、
も
は
や
誘
致
企
業
で

は
な
く
、
地
元
企
業
だ
」
。 
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が
少
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
分
析
し
た
。 

 
　
誘
致
の
最
大
効
果
は 

　
「
雇
用
創
出
」 

　
企
業
誘
致
が
地
域
に
も
た
ら
し
た
最
大
の

も
の
は
何
か
。
古
山
さ
ん
は
第
一
に
、
「
雇

用
創
出
効
果
」
を
あ
げ
る
。 

　
「
三
五
社
の
誘
致
で
、
五
五
三
五
人
の
雇

用
創
出
に
成
功
し
た
。
と
く
に
キ
ヤ
ノ
ン
一

社
で
三
○
○
○
人
以
上
の
雇
用
が
確
保
で
き

た
こ
と
が
大
き
い
。
働
き
口
が
少
な
い
弘
前

に
、
安
定
し
た
雇
用
の
場
が
で
き
た
こ
と
は
、

就
職
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
」
と
み
て

い
る
。 

　
第
二
に
「
財
政
効
果
」
を
あ
げ
る
。
「
法

人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
収
が
、

市
の
財
政
に
相
当
な
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
」
。 

　
第
三
に
、
「
キ
ヤ
ノ
ン
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
な

ど
大
手
製
造
業
が
弘
前
に
進
出
し
た
こ
と
で
、

『
地
元
就
職
志
向
』
が
よ
り
強
ま
っ
て
き
た
」

こ
と
を
そ
の
効
果
に
あ
げ
る
。
「
い
ま
や
地

域
を
代
表
す
る
企
業
を
誘
致
で
き
た
こ
と
で
、

ま
ち
の
産
業
は
活
気
づ
い
て
き
て
い
る
」
。

若
年
労
働
者
の
県
外
流
出
に
一
定
の
歯
止
め

が
か
か
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
。 

 

　
今
後
の
課
題
は 

　
新
産
業
の
誘
致
・
育
成 

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
「
新
た
な
産

業
の
育
成
・
誘
致
」
が
浮
上
し
て
い
る
。 

　
「
今
後
は
、
将
来
の
成
長
が
見
込
め
る
医

療
・
福
祉
分
野
を
軸
に
、
研
究
開
発
部
門
（
事

務
部
門
）
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

（
古
山
さ
ん
）
と
い
う
。
市
内
に

は
、
弘
前
大
学
附
属
病
院
を
は
じ

め
、
医
療
・
福
祉
施
設
が
集
積
し

て
い
る
か
ら
だ
。
進
出
拠
点
と
な

る
の
が
○
一
年
か
ら
分
譲
を
開
始

し
た
「
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
」（
弘
前
市
扇
町
、
面
積
二
七
万

平
方
㍍
）。
す
で
に
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
資
源
開
発
（
環
境
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
）
な
ど
一
五
社
が
入
居
済

で
、
用
地
の
半
分
近
く
が
埋
ま
っ

て
い
る
そ
う
だ
。 

　
「
弘
前
市
の
企
業
誘
致
は
、
第

二
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。
今
後
は
、

医
療
・
福
祉
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
・

Ｉ
Ｔ
な
ど
先
端
企
業
の
集
積
を
は

か
り
、
弘
前
を
北
東
北
の
新
産
業

拠
点
に
育
て
て
い
き
た
い
」
。
弘

前
市
は
企
業
誘
致
の
新
た
な
展
開

を
見
据
え
て
い
る
。 

（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 

後代にまで活用される労働調査を 

労働調査研究の現在： 
　2004～06年の業績を通じて 

２度目の開業者が成功する条件 
　―失敗経験が与えるパフォーマンスへの影響について 

鉄鋼生産職場における一般作業者の管理能力 
　―管理的業務の遂行状況と管理能力の特徴 

戦略的人的資源管理論の再検討 

平成18年版労働経済白書をめぐって 
　―就業形態の多様化と勤労者生活 

バーバラ・エーレンライク著／曽田和子訳 
『ニッケル・アンド・ダイムド 
　―アメリカ下流社会の現実』 

ポリー・トインビー著／椋田直子訳 
『ハードワーク―低賃金で働くということ』 

橘木俊詔／浦川邦夫著『日本の貧困研究』 

黒田祥子／山本勲著『デフレ下の賃金変動 
　―名目賃金の下方硬直性と金融政策』 

萩原久美子著『迷走する両立支援 
　―今、子どもをもって働くということ』 

岡本浩一／堀洋元／鎌田晶子／下村英雄著 
『職業的使命感のマネジメント 
　―ノブレス・オブリジェの社会技術』 

J.ディナルド ／ D. S.リー「近年の組合化は 
　企業に経済的影響を及ぼしているか？　 
　―Regression Discontinuity Designによる推定」 

ドイツ社会の「変容」 

八幡　成美 

梅崎　修・戎野淑子・小倉一哉 

川上　淳之 

田中　真樹 

木村　琢磨 

石水喜夫・太田聰一 
川口大司 

森岡　孝二 

森岡　孝二 

駒村　康平 

 安井　健悟 

柿　　眞木 

大木　栄一 

横山　　泉 

高畠　淳子 

提　　言 
学界展望 

論　　文 
（投稿） 
論　　文 

研究ノート 
白書座談会 

書　　評 

読書ノート 

論文Today 

フィールド・アイ 
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社会変化と人間を尊重する仕事 

労働と幸福度 

高齢者の就労に対する意欲分析 

職場における快適な労働環境確保について 

職場のメンタルヘルスに関する最近の動向と 
　ストレス対処に注目した職場ストレス対策の実際 

バーンアウト（燃え尽き症候群） 
　―ヒューマンサービス職のストレス 

全日空労働組合における 
　従業員の健康と社員満足に関する取り組み 

中村圭介著『成果主義の真実』 

従業員のキャリア開発に影響を与える組織施策 
　―キャリア志向性との関係から 

ドイツの子育て事情 

堀内　光子 

佐野晋平・大竹文雄 

福島さやか 

小畑　史子 

大塚　泰正 
鈴木　綾子 
高田　未里 

久保　真人 

黒木　隆志 

猪木　武徳 

藤波　美帆 

高畠　淳子 

提　　言 
論　　文 

紹　　介 

書　　評 
論文Today 

フィールド・アイ 
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